









程 ・ 学習指導要鎮の改ðTを経て ，学力向上への努力は，行政面でも 笑践面でも，たゆみな 〈 真剣~JK
続けられているe ととるが，本県の実情をみると ，関係者の努力Kもかかわらず， 毎年行なわれる
学力関査でも全国水準を下まわ勺て$'.I7.とれが|匂上をはか.!:I.児喜託生徒一人一人の学力をじゅう
ぶん伸ばじ育てるととは，ぷl票数育tてお‘ける現下の重大議題である。











との紀要は，昨午皮の研究紀要「読解力の形成とその指導 (1)J I'C引き続き， 国鰐科の今年夜
の研究をまとめたもので ，部みの機能代Rilした児童館生徒の読解のf集中日を，物語的文章と説明的文章
のi可分野にわた旬 ，昨年)$fよ りいっそう深〈追求したものである。さらI'C.との研究の目績である





昭和 S 6年 3月 2 3 日



















































































































































































































































(第一部)一次読み I (第二部)二次読み I (第三都)評 価ー
。.文字・5善いの抵抗をみる 。文字・語いの抵抗を除〈
1 文題 (直観的概括〉→ 1 記述対象やζ とがら e Z 象の要点
2，槙桜 五 象の細昔日読み
五 重要箇所への傍線 参ー 2. 重要箇所 皇帝ベンギン
キイ・ーセンテンスやキイ ・ワ 読みを重ねるにしたがってどう ペンギンの細部読み
ードをどうかさえているか。 かわるか。 /〆. 6. カンガーJレの f/ 




6; ，妥約 → I 4. 妥約 → I 8. 動物閣の使命…要約
間態の問題の重ね合わせ~よって， 多少でも読みとりの推移をみようとした。
-7-
小 学校 S 年生
〔本文と宮崎査 1問題〕
(動 物園の話 )
形式段穂署号は便笈的なもの。 鑓名は伏電寄る。凶奥 J:t重量出版 小字国語 三年(ー 〉
1. ぞうは .りくにすむ動物の巾で，いちばん大きな動物です。力が強く，そして，せいしつがや





に ，六パケツーぱいの水ぞ ，わけなくすいとりζ とがで重きます。










そうな日を，くるくるさせて . めずら しそうにタI-~児ています。 主主まれたばかりのあかちゃんは






1 ~ 動物E置には，とのように ，強い動物 ，めずらしい動物，かわいい動物がたくさんいます。励
物闘では ，そんなにたく さんの動物径かつて， どうするのでレょ う。まず ，わたレたちに .動物















一 乙のおはなしには ，どんなだいをつけたらよいでしょうか。 ( )のなかにかさいれなさい。
〉
一 どんなおはなしですか。だいたいかいてみてください。
ー もうーどよんで，たい'1:3.コだとおもったと ζろの右わきに，なみぜん~、~ ぞひきなさい n
四 ζ のおはなしは，いくつにくぎられますか。ばんとうを，よ ζ営んできってください。(せ
んせいのおはなしをさきまレょう。)
2 3 4 5 6 7 8 ? 10 11 
五 ζ のおはなしぜんたいを，大をきく二つにわけるとす れば，どとで〈ぎったらよいでしょうか
くぎり自に』そっけなさい。
2 3 4 5 6 7 8 ? 10 11 
六 ζのおはなしぜんたいを .まとめてかんたんにかいてください。





ー たいせつだと思うととろの右わきに 一一一一 ぞっけなさい。〈 まえの--とおなじと
ζろであってもよいです。ちがってらよいです 。)
ー とのおはなしをくぎって.ほんとうぞO でかc.~ . そ の したになにがかいであるか持と
めでかきなさい。
2 5 A 5 6 7 8 ? 10 11 
四 乙のおはなしには，どんなζ とがかいてあるのか。まとめてかんたんにかいてください。
3 膏事 3量手 組 ばん 名まえ
ぞラのととがかいであるのはなんばんですか。そのばんとうをOでかとみなさい。




































71< ~争ぞび，動物のるぞt.J.， 象のすき念子ども， 無答 など
との四種類を念頭になき念がら鎗一次と第二次の反応状況を，第 1表彰工び第 2表によ っーてみてゆ
〈ととにする。
- 1 0ー
第1表文 勉 (一次読み) 2時1f.数 164 
、
a 
領 1 文 電 f虫 類 文 題 数 翻 文 S自 数|傾 t 題 s: 
[i I 7 動物鴎の孫 8' 
回g脅ai!1今，2 動物的 10 凶 ソ象のζと 12 I.!J ニ動物のあそび z 1責 イ 動物煽 34 物のいろいる 12 特 タ 象の動物窃 10 -t E 水あそび 5 
物 定 の
抱。楽しい動物l弾 2 動物の生活 6 の チ 子どもと象 4 他 ホ象の好きな子ども 3 E出 ノ 動物聞のととらKz 動物たちの動物倒 2 サ動物の住みかた 4 物 "1 ~べもの好きな象 A いる
オ動物-r 2 シ勤続物語 10 テ象主ペYギy 5 ，、興 2耳
士 子どものi~随 3 I I^  陵に住む動窃 5 ト 皇帝ペンeギY 2 
キ 動物たもの'l..)酎 1 I セ象と動物 3 ナ カンガルの赤ちゃん
it i52 n 50 計 五色 針 26 ! 
第 2 ~受 なんについて書いたものか (二次銑み)
類1 文 鑓 数IIi 文 @ 14l J.u 文 D 教|簸 文 lfj 教
11 あ tiOJ濁について 56 国 う 動物について 48 包 え象事Eついて 16 回 書 公団について 2 
い jj~1liのtH司区ついて 30 おペンギン A 〈 勉強するために 官
か象とキ9:-' け鰻r.. 4 









留の話J と したものは，全体の 5~f(みたないが . とればすべてよ位群の児按であった。 r~}物鐙J
としたものは 20%強で ，との中fては中位群もあり， 下位群も若干まじっている。 r楽しいiJ)物箇J
とした者は ，自分。見聞等の経験から楽しいムードそ感じとったものであろう。とにか〈ア・イ・ウ









が，筏J保が員今っていると考えるぺきもので~ろう。 -liは fll 類(fÇ近 1.;'>。シ「動物物総J というのは
読みもの塁手のfill(l(よるもので遣うろう。ク ・ケの合計が 13%，コ・サ・スむ合計が ，81>強，国









|亙類は ，1 5 ~らの多き κのぼり，ぞのうち無答が 9%弱になよんでいる。との結果をみると，低
.中学年では，一議後その大手家をは織でき念h者のか念りいるζ とが知られる。
































Eとを示しているも のでるろうσもっ とも，スミルノ 7の調査に主れば ，子どもκ文惹を読ませて，

























































50 I 26 
順位 ! i l !五 !三 1- 1ニ
第 1位は第 6形式殴13;で全体の 30 %強を示している。 とれは組iかK叙述されている，象 ・ペン
ギン ・カンガールまでの段落でさbり， 7段以下の動物名の列挙とは祭舗の上で途つてはいるが，本
質的Kは同じ系列のものである。ととるが子・どもたちは ，.;r: !D:'fl:認の変わヲて〈るととろを意識す
る上Vζ ，えさk~第 6 段溶が金体量ηぽぽ半分{と抱当するので " よけいκζ とで切った・ものと推定さ
される。
第 5段落で切ったものは ，最も利かに叙述してるる象とペンギンを一つのまξまりと怠言語したの
で草うろう。と ζろで第5段落で区分した理由は怠る程度肯定できるが ，第 4段落や第7段落で切づ
た根拠はほとんど考之られ3まい。会〈偶然的急意的設ものと恩われる し，主棋に量的K半q程度の箇
所で~るといラ機滅的区分も加わっているよう K恩われる。とにか く， 4・5・4・7等 ，ほ隊中
央部Kある形式段落K注邑した者が多いととをみると，小学5年生緩疫の意味体街!l.f七の作用がは念
はだ来熟であると判断せざ。るを得1j:い。
・害事10段落で切るiE容は 24 ~ミで ， tお 1 位の区分の約半数('(及ぼず 1 4 %を主lζとどま っている。
一散には ，ζの文章は ，いわゆる尾倍型でるり ，わかりやすい段結構成。なのでるるが， 3年生tては
との程度lのiE答しか'7j:v-，のでるる。





































































段落 2 3 4 、段J 6 7 s ? 10 11 数 司。
.iE 。o 0白 。2 
主告 。。 。2 
iE 。 。 。5 5 




段落 2 5 4 5 6 7 8 ? 10 : 11 
部 5 28 1 20 54 108 1 6 98 1 1 0 1日2 92; 。
6 
2 部 。16 13 2 1 6 1 34 1 48 120 1 04 1221321 。
b 
lK!J滅。 o 会 o o 。。。d 。'0 : 





もしられる包第 5表のよう κ厳密~規格で判定してゆ 〈 と ， 段落区分は必ずしも適正ではないか，










第マ表 段落の大きさの変化 .(一次読み → 二次読み) 注 大…・・・大段落d以下伺
小さ〈なる (44 %) ほぼ同じ(42私〉
ブ〈 咽戸争 中 18 大 -ー・ 大 6 
大 ー今 1 7 中 . 中 27 








































大き〈なる伊jは，全体の 14 ~い拘ぜぇ;ゅ; ， 1、から中へ，中から大へと移J.)ものだけで，小か
ら大へと飛綴的に変化する者はiかった。大草 <iiるOlJは概して，評価の段階でよい読みをしてい





簡潔Kとらえていたが ，中 ，下位群の中には要点と してまとめ得念いものが多かづた。念シ第 11 







ある。 ζの文章のよ う('(具体的事象の多い場合は ，いかvcぞれらを統括して結震の段落と照応さぜ
るか否かが主主約のかをでるるといえる。 ζとでは，要約の表現ば吟味しiいで，要約内容K簡を肉
第8表要約内容別度数
項 目 三 部
象 52 




































































(例) 象の水るそび ペンギンの主張くかっとう カンガーJレの赤ちゃん 冷房室
G多数量的宏も0(((ひかれやすい。
(例) わら 10日キログラム…… れいほう室の温度 7使 1 0度
@袋約や，段落区分と関連している点が巻るc













































国語 5 知能:36 冨語1
(上)
(どうぶつえん)
























6 1 0 356789 11 2 4 7 ?ι 
段
落

























任23 4 5わぞうやベン (IJ))ぞうが念にをたべ @ ぞうの食べ物は草や ，やさ
震 ギー ノやカー ノガールのようK るか いです。意
せつめいがた くさんかいて (0 とうていペンギンの @ とうていペンギンの参たま
-19-
(上) 〈中)
、 、 ， ， ，????? 、
~る文 いろはどん念か。 やせなかは黒<. t州側ら l
ぐ78 9 10)状つめいのす ⑥かんがるうのあかちゃん Kかけてはまっ白で，
一 ζしかいである文 はどんなか。 ⑬きりんが長い〈びをのばして |


































第 一 部 (評価)
〈よ) (中〉 (下フ
|三 り〈にすむものの中でーば|り(f亡すわどうぶつでいち I x 
性大 ん大事い。 Iばん大きい。
!質さき やさしい 。やさしい。 下〈
食努 /1<るそぴ 水あそび x …叫……h
四 工ち工ちるる〈。水のlfIで れいtまうひつの中Fていてる 、〈
べJ |は， はやい。 ついとげん舎が左〈走り ま
ギ |す。
J 
丘 lれいとう窪 念んき ょ( I '>( 
空巧jfWきょ〈 にいたから さかいから I x 
凶姿 !被制、は《ろ，t 
らにかけて白 i ひねからばらまでしろい





六 小さくていたずらぞう念日 かからさんのふ 〈ろのゆか






七lさる ，かば ，ライオン ，キ ざる，ラ イオン，キリン × 
も他 リムノ
のの
1わた したちκ，どうふ・っ 1わた したちvc動物を見ぜ 1かわいいどうぶつ
を見~て楽しませて くれ てたのしま状て〈れます 2.いばいのどうぶつ
八 1
1ます。 2.世界じ申うt!:，その主主が 5ちさいどうぶつ
動 '2.倹界じゅうKそのかずが ど〈少11(なって ，との 4ペンギン
物
















象の袋点K~ると，上-中 ・ 下の援は明り主 う K現われ，上が筒~.κ高誌の記述のすべての薗vcふれ
ているのに比して， 中 ・下はそれぞれ部分的 ，印象的である。細部の読みとり K念ると上・中はほ
とんど援が念い。動物閣の使命は本文のひき写 しであるので大をは念い。




(癒すととと努〈 ζ と〉 飽名は伏ゼQ tIi奥 学校図曾小学校国語 五保下
1 わたしたちは t~峰えを人に伝えるとき，ふつう， ことばぞ{II!い志す。
2 乙れには -つのJ'j~があり Eます。 一つは 「絡すとと J で ，もうーつは. r普く 乙と」




4 ;j舌すためには音声>:efJいます。 ふつう.わたしたちの;:::がとどくのは，せいぜい百メ ー
トJレが限度ですから ，議く にいる人とは ，話す乙とができません。
5 今では，ラジオが事官泌レ .総紙が広く利用されるようになって ，相手が自の前にいなく



















とばの誠子が，ずいぶんぢがってくるとい うζ とです 。
つぎの例の 「まだ行かない。 Jは，どんな調子で読ん だらいいでしょうか。
1 ぼく は ，まだ行かない。
2 さみ ， ま 1~行かない?
5 まだ行かない ! 皐く行4すといろのに。
4 ええ! まだ行かない? おどろいたなあ。
10 文字で書くと， 悶じ fまだ行かない。 Jですが，隠すときの調子は，それぞれちがってい
るととがわかoでし主う。




13 近ごろは ，レコー ドやテープレヨーダーによって，ととば安記録するとともできれば ，途
くの人にそれを聞かせるとともできるようになりまレた。 レかし ，ζ れもまた ，いつでも，
どこでら，だれでもが利用できるわけではありまゼん。やはり ，現在では ，ととばをのちの
ちまで残したり，速くへ送ったりするのに， 文字がいちばん多く使われます。


















回、 ζの文章は れいくつの段薄(主主味のまとまり )にわかれると思いますが。本文の'番号(1 
'2 3 …. )を 儲線 でくくって，じ附んじょ( 1 • 2 • 3 .… ・ ・ 〕をつけてく だ~い。
(仔!1) 品 11 
'2 ' 2 7 12 
5 8 1 3 
? 14 
5 1 0 15 
五、 ζの文宝創立 ，なにをいっているのか ，力、んたんに書きなさい。
~ 甑 B 5主毘 貌 号氏名
つぎの文字や，穏勾の君主味1，;1.図寄衰の辞典からぬきがきしたものです。乙れを参考にして， 本:
文をいま一回量発み ，後の閥に答えなさい。
出うしよ けつ℃ι 蝋パまい . げんど
長所(すぐれている所) 欠点(不十分なととろ〉 音声(のどか ら出る芦やひびき} 限度
Itフセつ りょう せっきん
(かぎり〉 発途(のび進む乙と〉 利用(役立たせて使うζ と) 接近(近づく ζ と〉
・OJ.うじAう ほそ〉し
愛情 (気もちのあらわれる顔つき ) 保存(もとの形のままにのζ す ζ と ) おぎなう〈 足り
ないと乙ろをみたす〉
一 、との文章はなんについて敏いたものですか。




2 3 4 5 6 7 8 9 10 11 n 13 14 15 














1 六、昔話すζ とと，望書く ζととは ，どんな際l係になっていますか。
〔考察〕








第9表 文 題 (一次読み〕 舗を数 1 8 3 
類 文 題 数 4里 文 題 数 J，I[ 文 E量 数 類 文 惣 数
包ァ話すζと香〈とと 陸6回エ話すとと 18 国 ク書くこと 日巴 コマヰダのEii 2 
総
ヂととほ 57 ~ 非話すζと関〈とと ? 書 ケ作文 5 モナ笑い~(誤り ) 6 す の
合1!7考えを伝える 14 と ガ 1詰 5 
ζ 
他 ジ機積額 7 と と
キー 話とまちがい 6 ス逸脱 5 
セ録答 19 
計 !"| ~t どl 計 11 言t 39 
第10表 記述の対象(念んについて著書いたものか)二次読み
島 文 題 数 鎖 文 題 数 類 文題 数 1JI 文 蕗 1主
i回あ 話す干と書くとと 58 1]] お話のし;方 25 国 け書き方 .6 Jl] ζ マキについて
総い ととほ 五守 話 か 話し方開き方 y書 を き機械類 5 
す の
合lう 考えの附 12 ζ き声，発音 t と 他 し逸脱 11 と と
え ととぼや文字の く 話のまちがい 5 せ無答 71 
使い方 b 






芸まの主内容を全体的には録するよう(1(~ってい〈。アの 2 6から，あの 58への増加はとの事情
を物語るもので~る。ィ， ζ とばと いう主う ?な文題は ，一見出象的板宿的のように患われるが， ・
文般の具体K即してい念い点で，充分な読みVLなっているとは言い難い。乙とばというとらえ方
をした者は概して始象的思考に向いているのでは&るが，読みの構えが未だば〈然としているも



























(1I 完全縦約 5 
(2i 大意要事J 18 
(3) 平板羅列 25 
(6) 興味・紙片 27 
(6i らいまい 5 

















小学 3 年のよう1'[.動物や動物舗という工う~興味的~対象に想、像を働か社るというような ζ とは
少ないが，自己の言語生活の体験から主倒的念読みとりをする場合が生じている。子どもは，訴し
亡とば生活により身近で.f;J]実念経験を伶うているので，認しととばに闘ナみ三四月がか~哲多い。
興味，断Jril包で多いのは ，機紙類の記述である。ほとんどが ，レコ 1ー-'ゃ ，テープレコーダーを
あげているし，ぞれを容!学C発遂』定時金ぎぜて述べたちしているので冷ゐo"ft~ . P!1t， 100メー ト Jレ主
でしか!函か方:いという工うな数量的な部1<強〈ひかれているa母寺十亡電気。誤りの例などf亡は大部分




無答と虫色脱(rtほとんど下位鮮で4とみ。*れらは多<，文:ilゃ ，他の筒所でも1m答であった り， 文
費量で 「電話Jrマイク ロホン」 念どの肉瑚的な治しかつけてい念いものが多い。
総じて，使織のは鐙は 5年生 Zりも進公してきてhるが， 上記の(3)の型以降t'Cみられるよう *間
住点?多〈はらんでいる。
3 段落意事置と段霊童のは援について






ろう.一応大段悠区分としては， 1② 3 4 5 6 7 8 90@ 11 12 13 ⑬ lS と四~分されるのが玄し
いが，合殺した者は儲かt'C2名でるる。
中段協とみなされる君主のうち正しいものは 10 %訟でるる。ぞの{也は必ずー，二積所に筋のと沿






段 落 2 5 4 5 ι 7 十E ? 1'0 11 12 13 14 !」 1ー5 I 
部 8 111 60 72 121 ι 57 105 57 150 21 1日8 岳6 43 I 163 
2 部 5 107 31 67 83 65 34 81 43 105 30 81 70 35 I 171 










第13表 段遂の大きさの変化 (一次→ 二次〉…一|間同じ ( 引 … ( 鴨)
大 → 中 4 大 →- 大 7 中→大 8
s 
大 →小 2 中→中 29 小→大 5
中 →〈中う小 36 I小 → 小 1 8 4、(中ワ ー争 中 7 4 




7まるものが5午では 1q;，'であづたのに対し， 5年では 47"/0と5倍以上の増加を示しているので
きる。
小さ(iをるE容は 5年の約半分に減じて ，会〈反対の現象を呈している。中段落の多い故もあ t， 
中から小へと移るものが最も多い。もっともホ段落といっても，さすが(tC3年庄のように形式段落
どとに切るよう投例はなかったので準中段落(中， )のようなものが多かった。
と ζるで，段意をみると }婆点をとらえていをいものも多い。とれは， 漠然。と-~ま;味のまとまり
は窓.識しでも h精細に焦点化して意味をとらえる ζ とができ念いためでるろう。重要諮，主意文，
:tと文の関係コをどから ，凝集 した意味を読みとるζ とができ 7まい故と息われる。
E受怠を簡潔十て表現している者は，当然のとと念がら ，会文'の妥旨をも一般Vてよ〈とらえている
各段落q)重要点の結合が直ち{乞全文の要旨になるわけでは?をいが，.j!点、も袋旨も結局は妥約のJ幾能に















イ ととばの閥均 141 157 1 と | 次陀， ζとばのまちがいと
ウ 考えの伝違法Kついて 12 1 1 1 3 1 心・ ! かーととばの使いかたという
エ 話す乙と(苦言い方，聞き方) [27 [24 I 心 | 函からとらえたものが多かっ
jオ芦(まル) iTd lT8 1 0|ぇ。一例…
力 主主くとと(作文) ! 宇 田 1 7 1 o、 ! り高い次そでとらえたとも い
!ギ機械について 11品 1 1 4 1 {': 1 えるが畑一即して
































(Ol) レコードや，テープレコーダー マキダ じゃない
@ 数量的念ものKひかれる。
(fn) 声がとど〈のはキぞいぜい 100メー トル
@ 冒頭や ，前半郎氏主主凶 して，よけい{乞傍線をひ 〈傾向が~ゐ。
末尾の帯主情縮分に喪旨があるのだが ，署長外見通どして!ハる者が多い。
@ 全体vc， ~吾 よりも句ゃ ， 3とに往窓する傾向が生じて〈る。






「考えを伝えるだu を I~:J う 第一Iml'C対して ， 冒頭郎の説明文'd:無観して ， r電話や剰反Jとか
「文字とテ ープレコーダー」 攻どと具体的なものでだけ答える傾向が一斉ß (iC ~る。自寺vcr給すと
との長所ー についての餅司容では， i戸がとどくのは 10 0〆ートルJとか， i相手が包の前にい
な〈 とも誕生ぞるJ ï電~やラ:7オが広〈 利射されているJ といった主う左錯誤の例が多い。
@ 経験にもとず〈主観的念書写守容がか11:りきうる。
「ふつう話すときKは ，綿手と接返しているととが必変だといわれるのは念ぜですか.Jの問







要約の項でも述べたζ とかるるが ，乙の点がまだ熟していえkい。 i主主話の例Jv意味づけがよ
〈できていないし，電慌の依りぞのものの原因も明稽vcつかんでい?をいものが多い。
しかし，全体的vcみると，下位塁手は別として ，しだいに読みが細かVC(わし〈なるととは事実





餓t詳な本年目覚のテス ト では~るが ， 次にかかげる無作為枯出の三.ß'lJを読んでい〈と; tì:1Ii;干を加え~ 1.ち
必~がないほど ，ぞれぞれの様態が縦貫的:V-::~見われている。ただ，次K筏される問如は，どのよう
念原因から， ζの工う念室長が生ずるのかという，内面的徽複的念機能差の究明であろう。




知能 4 8 国務 5
下位霊平児主主












時言葉をつかう。ζれには ，I青戸留を出すc でんわをする時|という点では ，大きをちが
こつの方法がある。 íね念す I ~は~いての話しているとと i いがるります。ぞのためK





























1 2 3 4 5 6 7 8 9 10 






L2， ~_~_.~ .~ ?_~ ~3 ~_.13 
二 三四五 六
11 12 13 14 15 、------ 、ー-~
ζとばはとのようお石工1日しているととのととば
11 12 13 14 15 
¥、 ~ーー /..._ー/
五 六





































































































































PJi 声がとど〈のはせいぜい白m 人の口のうどきをち咽ういし テストのとき， ζたえをき
欠 がげんどだし，官室話で話すと てよ〈見ていけばらいてとよ いたり し ~IA。
占
き，まちがいが公ζhやすい 〈話ができる。





(上) 〈中 〉 〈下〉









(4) 話すときの気もちI'CJ:ってと いら3をい「は」をつけたり「 だいじ1.lとと。





害事かれたものは保存され ，ヲた 文字がきえない限り響かれた よ〈よんでか〈。
五
字のきえ念いかぎり ，苦手かれ ζとほはいつまでものとりま













(1i 送ぐの人に伝えるととができ ると とろ。
レ J.，。
コ ちがっている点=
ド レコードやテープレコーダー 宥がちがう。(吠つめい〉テ ひと左…ζ… 1と
はととばを記ろくするが，文 ープレコーダーは ，j.ぎをはっ文
字 字は善幸〈。 bんするし，レコードはうた A 
や必んが〈だから。
(2) わか りやす (，まちがいな〈 fi>-Jをぬかしたりし念いよ どちらからすぐれているか
、
注警干 苦手〈ととが必要だ。 うKち申ういする。 いわなければいけまぜん。
意〈
七 訟なじV亡考えをつたえるとと 訴すと とは口からしゃべる。 考えるとと。
〈語
のす ができ ，きたそれぞれち 書き 〈ζ とは ，えんぴつ，ベン




















中 学校 2 年生
(本文と調査問題 〕
〈マス・ 2 ミュニケーシ，ンについて〉鏑名は伏せる。 出典 大阪管籍中等図書苔 二年
@ 人間どうじが.気持ちゃ総見を伝え合うために，いろいろな工夫が乙れまで考えられてき
た。伝え合いの道具として ，たとえば「ととは Jだの.r筒くはせjだの， r身ぷり jだの
が発切されたし， ζ とばそのせる fのりものjとして，紙とイ ンク，怨波などが発明された
@ ζ のような人問どうしの 「伝え合い」のことをヨミュニケー シヲンとよぷ。人々が交換する
手紙 ・会話・費量級，先生と生徒の聞にかわされる数脊， ζ れらはすべてコミュニケーション














































@ しかし ，とのように，マスーコ ミ田ュニケーションが現代の人憾にとっての必橋品であると
しても.その反面，それは社会的な智恵になる可能也をも含んでいる。第一に務代の社会で







るo -'-緒ニ十円のキャラメルでも ，テレ ピを見ている百万人の子供たちが一つずつ買えは，
その売りょげは二千万円。香組提供の百万円ぐらいは ，もうけの中から十分tムえるのである
-56ー
ひと乙とでいえば ，マスーコミ ュニケーションそ動か している釜本原理は .他のさま ざまな
麓撲のそれと悶じように 「金もうけJなのである。
⑬ もちろん，金もうけ一本やりではないので，公共的なニュースぞみんなに知らせる ζ とだ





ういうコミュニグー ションの中で は ，ひとりの人簡が鐙出人ーになったり雪量殺人になったり，
文字どおり fやり Jrとりjの両方に参加できるのだ。ととろが ，新関や飲宝去のよるなマス
ーコミュニタータ費ンの中では，われわれは ，常に努取人で九る。そζ では ，人の轡いたも
のを続む .人の宮市居間くだけで， 向分が人に読ませる， 人に話再号聞かせるという君主出入とし
ての役割在感たず綴会が会くないのだ。
⑫ 別な言い方をすれば，マスー コミュニケ ー シヲンは 「一方交通jのコ ミュニケー ションな
のである。向ζ ろから一方的に来るだけで，とづちから返事ぞしたり質問を。したり ，という
「両商交通Jの余地が全く残されていないのである。 とのようにみると，われわれは多かれ










ださも、。同じよ.うな関隠が出る ζ ともありますが，人間の湾えは変わ るもので
すから，前と後とで答えが選ってもかまいません。




一、 ζ の文Z誌に ，文総をつけなさい。
二、との文望訟で述べているあらましぞ稼いてください。
三、いま一回読んで， ζ の文裁で蕊亘書だと思われる部分に波紋へ九九~ 栂ひいてください。
-:， 7-
図、 ζの文家は，いくつの段苦~(意味のまとまり ) にわかれると患いますか。つぎの伊0"吾参考
にして，わけてください。
〈例〉


















写した本〕 独占にaぜる(ひとりじめにさ性ておく〉 必術品(滋に必援なお物ρ 毎日の
しよう
生活に欠かせぬ物〉 商業主義(商業をものごとの中心とする考えかた 〉 自主伎を失う可
官芭畿がある〈自分が主体になって考えたり行動したりする態度をな〈すおそれがある)
一、ζ の文章はなんについて訟ーいたものですか。





















玄、 ζ の文訟で述べようとしているζとはどういろζ とですか。要点槍紀してくださ島、
第三調査 £李総号氏名
一、普濁のコミュニケーシaンと ，マスーコミ 1 エケーションとの滋いについて簡単品ニ述ぺな
さい。
















住 f守:年をi患うにしたがって ，ほほ同様のめ.羽が反復されるので ，簡略に述べる ζととする。
1 :sn旨の芭銭的概括的なは握について
ζのヲt!":はffK始まって結尾の妥杓で終わっ匂ハる典型的念議説文でるる。したがって形のよから
も ， また内若手的にもかなり箆然としているので厳重E しやすい偲類~属するかと恩われる。第 1 5表
;jJ 1 6J長は ，一次と二次の調査結援であるが，従前の調査例と問機κ多種多様念反応を，調査者の
乱，~，f'(よって分類統括したものでるる。
白紙は ，火:京内容をかなり 簡潔K とらえ~.q.た ものでるり ， 怨を追うにしたがって疋答性がうすれ
るように配列 したもので遣うる。
-:3 9-
第15義文怒 (一次読み) 調査数 9 9 
類 文 Z量 数 員自 文 E重 数 類 文 '題 数 Z員 文 題 数
囚 了 マス・コtユニケ34 巴 エ マス・コミ t人鴻 5 国 B凹 守 λ閥 ~ Itt の!lli~ 2 
コ シーヨ y マ 主tカ 生活と進歩 -t 
、 ス 会 の 役目ユ イ コミとマス・ コミ 31 • キ伽うもの) 5 7 他-ー 。コミ Zニケ・シヨ 29 lコ 人 ク 人間の知恵 サ ラジオ・テレピ
ケ 、 間
y と ν 世界の 方ー交通 1 
シ 人 スm答 5 
ヨ 間
ン 言t 66 計 5 jf 計 13 
完売16表記述の対象 (なんtてついて書いたものか)二次読み
実証 文 ~ |数 領 文 題 数 類 文 』語 数緩 文 題 教
回 あ マス・コミの役わ 34 回 え伝え合ぃ 回 か 古代から近代への 5 白 け扱it類について 2 
ヨ り 伝 お 考え亭ζ止の意味 P 社 進歩 そ ζ ととばの意味 2 
、 逮 会副 5 のユ い コミ主マス・コミ 10 と . き ijUtに生きる人間 き終答 5 





ン 計 正a 計 15 計 7 一← 一」
みられたととをまとめるとつぎのようである。
① 中学生f'(怠ると，発達段階にふさわしい緩度の文章K対しては， 一読でほぼ概怨をなし得る。




































(1) 完全締約 ? 
(21 大意要約 24 
(3) 平板羅列 2 1 
(4)主 銭 1 5 
(5) 興味断片 1 8 
(6) <bいまい B 
復措設の読みとり能力は授か念か発達しt.l0とhうととを， 3年の項
で，ソ速の心鑓学者ス~ )レノアの潟を例をりいて述べた。ス ミルノフ， 
の伊jでは小学6年生で 2S-%のできでるったが，中学生ではどうであ
ろうか。
第 17 表は，か~り調査者のま観的な尺度κ ょ ったものであるから
疋S程度を完全保証する ζとはでき念いが ，中学生の本教材K対する反
応状況をか念りよ〈物語っていると思われる。




表での究会締約は ，ややゆるい尺号室でみて&るが I 3年 5年K比べてかなりの伸びを示している。
(7) 無 答 l 5 








主.f;IJ.~.[lJが， 5年生よりもやや多いのは， 1側めで述べたように，主観的念総みと りがやや同定し
て〈るためかと恩われる。素材が素材だけに，経験や心情のはいる余地は少念いが，ヌ3長をゆがめ
て主主括的vr筋を構成している向きがかt:り多いので為るの









①序 (コミ ュニケージ忌ンの解説) 1・2・5 〈形式段落〕
② マス・コミの長所 4・5・6・7. 8 1/ 
③ マス・ ;;I(の短所 ?・ 1e・11・12 " 






段落 1 2 3 4 5 6 7 8 ? 10 11 12 13 
街3 2 .3 4 55 18 .3 1 34 1 2 38 1 4 48 1 6 ‘ 19 64 
2 部1 6 42 4.3 .16 24 l4 ? 42 品 49 20 34 I 61 
! 
噌O 減o 。。6 d ~ 。d 。企.。。。， 
.~を付したのは集中度数の多いものでるるが，大体大段落'区分に対応している。 3 ・ 8 ・ 1 2 
がぞの区分箇所で<bり， 1 0 tt，マ A ・コミの危険性の第一と第二を分かつととるでちる。
とζ九で ，大段落での終設務を分かつ 12のととるの集中疫が低<， 6 {It，おいのは ，全休の続み
κ問婚の<bると とを示している。後述の要約の項でもふれなければ授らないか，末尾段落の電要性
を認識し企い結臭として抽象的な要約が不充分K終わっているのできる。
投書写が疋し〈拐、識できる. というととは ， 意味体制化が円滑にかつ充分{It~されるという ζ とで&
る 。 ただ段務階部の際κは，文般を静鯵として分析的I'Cみる立場からで~ ( ，文依{It浴って続み進
めtがら段務イ七してい〈惚!吃を耳JI致 しなければ念らないと忠われる。
とと ろで，完全に主しいと忌われる段落区分が窓外 i'(少念 〈全体~)I %弱にすぎ念かった。 との
Jl!laはいろいろ毛るが，その一つに ，指示的機能をもっととばI'L対する主主主主の不足という ζ とがみ
げられ工うe 段落指互の関係は後V亡とれらの ζとt"!t:t~嬰な働きをもつので念るが，細か念読みと
力をしてい念いように恩われるのでを;る。 このy:.~では，マス ・コ ミの恩恵や答感を項包立てて述
-4 2-
べ .r第-t'CJ• r第二yCJという ζとばをHVnvr出して叡述を主主おていZ与ので.J2'l'慌の傍成が整
然としているのでるるが，段落ヒ鐘~.不充分のようで彦る。
ぞのほか ，段務と役務の主主楼のかぎとなる接統詞関税ミの読みとりも不正俄のようK考えられ，と
れが引例と安説 ・具象と対1象の関係は婦の.-f.充分ざと結びついて好まし〈 念い結泉を示 している。
っとvc.第 19表κよって段遂の大きさの推移唱てみよ う。
第lP表 段落の文きさの変化 (一次→ 二次〉
小さ<~る い ι 司~) ほほ閉じ)(5 7各〉 大き〈念る ( 2 7 ~ら〉
大 中 8 大 ..... 砂 大 1 7 中 -圃. 大 1 3 
大 。 中 一・ 中 29 1、 .ー 惨 大 ι 
中 -・ 〈中')小 6 - 1 0 小(中')→ rt 1 0 
著しい現線と して .第ーに 「ほほ同じJの項の此訟のよきいζ とが為げられる。腕述したよう K
中学生は，それぞれ抗，みの設が防|定しかかって色 ているので， 一読やニ読の後~で!-lさほど読みの








F ."'1 ~ 
'"_) 




づけられた一節をそのま L書〈もの。 r人1切ど うしの伝え合11">のととをコ ミュエケーヅョ ンとよ
ぷ。 J， rマス・コミ ュニケーシ g ンを動かしている謀本原虫は，他のさまざまな箆言葉のぞれと




























1 4 1 7 
8 5 
B 1 2 






















































































〈マ スー コミ且ニケ一回シ aン〉
題 1てついて




マスー コミ ュニケー シaンの
働き
マスー コミュケーションは人


































































① コミ ュニケ一 ション ① 一 コミ品ニケ一 ション . 一一‘・ @ VCよって人聞は新し @ とは伝え合いとゅう一 ① 一
段 ③ い知識 ，考える行為 とと。
を営む。 ② 一
ままか左コミ ュニケ一一 ③ コミ ュニケ一一シ事シ
シ通ン活動が ，人間 @ をすーコミュニケー ③ 
と{患の動物と区別す @ 一 シ g ンと名をあらた
苦主 ゐ日じるし。 (め ょった。 ※ 区分のしかえがでたら
⑦ めである。
ト一ー
@ 知識の伝わる量とス ⑬， マスーコ Eュニケー
⑤ ピードが増大した。 @ ションをうどかす基
(め 一 知識を万人共通の物 ⑫ 本原潔は金もうけで
⑦ とする。 ③ あること。
① 7 スーーコミ ュニケー ー @I-
シaンは， われわれ
の世界を給ぶ通路で 人間の知恵で克服す

















マス ・コミ ュニケー シー aン マスーコミュニケー シmンを きにゅうした句か〈こ介。
四、 は人聞に恩恵を与えると問 もっと利用して ，もうと昔よ





ゴ !人間どうしの伝え合いをコ コミュユケーシ，ン 一一伝え コミュニケー シaンは何百
ミ
と Eュニケーシ，ンとい うし， 合いというととで少人数 万という発行部数を誇る。
っ，
メ マスを受取人vr:したコミ aニ マスーコミ ュニケーシ aンー マスー コミ ュエケー ・シ ，ン
3 ニケーションを符κ分類し 大量の人々とゅうのである。 は〈大量の人々)を受取人
竜




豊かiIコEュエケー シロン コミ ュニケー シー aンvr:よって， 人間は知恵がある。
間 というのは，人I閣が新しい 人聞は新しい知総合獲得し ，
と
動 知識や考える行為を営むと それをた〈わえ，さら('(:それ
物 いう ζと，他の動物遣には をつかって「考える j行為をの
区 ，とれらのものが念い。 営む。jJlj 
一
百長
ラyオ，新聞，テレビ，手 7 ヌー コ ミaニケー シ nンは ーとか念じ。





(上〉 (中) (下 〉
四 新しい知識や行為を営む。 短かい時間Fてとか〈はなれた すス一 コミ ュニケー シー ョ






五. 再議業主義原怒で働いている。 マス一一コミ .:a. ニケ~ションiJ- 第ーに現代の社会でのマ





-ノL、• 民間放送ドラマをやるにも， 世の中には人の率い人も大ぜ 台風で新聞配達逮れ，し
社 宣伝という事を頭に入れて， いいるから信用念らない。 かも停電のためラyオも





の けのためκテレビやラジオを ， 説
明 使っているといってもよい。




ー盾の ほうから自主的にものを考え っただれかがはらがいた〈念 監視する。
観
ったりするから。念 ~\ハ。



















































































中学生では 5% ~ 1 50/0という程度に上昇するのでは念いか。











































































































中くらいの都会に，中く らいの動物簡がありま した。との動物簡は ，ひげのぴんとはね
上った関長さんのものでした。
2 eY.>る謄い夜のとよジリ ，ジ リン，ジ υ，ジ リン，動物園の弓軍事E所にいるロンロンじいさ
んの所に竃謡がかかって来ました。
3 rなんだろう ，今ごろ。 J
と，じいさんは受諾さを慰りました。













1 4 キリンは，心配そうにいいました。 ζ のとき，ブウブウ，プウウ，闘憂さんの白書拍車が
ぴたりと動物園に若きました。国憂さんは，ロンロンじいさんの前まで来ると， is申んと
ほねょったひげをなでていました。
15 rだめじゃ ，ζ の毒在宅易関も，もう助からん。 J





19 rそんなこと，わたしには， とうていできません。いやです。 いやです。 J
2.0 rとの動物園は， わしのものだよ。顕長のわしのめいれいだぞ。 J
-ー55-
E室長さんは，おなか寄っき出していいました。










. 27 rおや，おまえ聞いていたのかい。 J
~28 rええ，ぼくの耳，長いでしょう。動物翻じゅうの動物がなんといっているか，みんな開
ζ えますよ。おじいさんだけは，阜くにがしてあげたいって，いって，いるんです。 J



























2 ロンロンじいさんは， ζの動物趨でどういうζ とをしているんだと患いますか6
-ー56-




イ だれからの穏絡ですか。( J 
ロ どんな用事ですか。( ) 
2 電話ぞきいてロンロンじいさんはどうしましたか。
3 関長さんがきました。
















3 (:2 1 ) iかみなり稼が怒っ乙ったっていやですjというのはどういう意味ですか。















いま ζの設問一「 との事予言きに書いである ζと一一一 どとでなにが訟とってどうなったのか一一ー
をかんえん(ICまとめて書いて〈ださい。 JVC対ナる反応を見ると次のどと〈であるq
A B 



































ととろの記憶の把持さえでき念いのであろ う。この段階に司まると 「かみ念 D がかつて火事~;i











:3 ~主霊安深さを欠いた 1;1"<ぜんと した読み
との物語のxt場人物tて関する設問(こ3)で ，iとのこ人はどちらがほんとうK動物たちをかわ
いがっていたでしょうか。」という間いK対して〔ロンロンじいさ必 と答えたものは 1.， 8名で



















守 1 1 
18 26 1 0 
b 7 4 
D 。 2 。
B 。 7 7 
F 。 5 
G 。 5 
日 2 2 
I 。 4 
X 。 ? 8 












-調査人数 2校名2学級 1 6 2名
-上 ・中・下位若手は次のような基準でわけた
上位群 国語2判面 5，国語舎利回4で知能偏差値
5 6以上，国語評価 5で知能偏差値 66 





5 5以下，暦諮得価 5で知機偏表依 35 







ろう。その中， A は特K注意の行き届いた答えになっている。 BIま反応のもっとも多い読みである。
念会， Eは 14名もあるが，設簡の同義反復で答えをコをしてい念い。廷はや』拡手まの変った答えで




設問三6で， iイ しょうiをうふに念つえのは，どの動物ですか。 」という間いに対 し. (ぞう〕
と答えたものは 150名 .93%で， {-也は錯誤公よび無f答である。ととろが ，ロ，ハの問題Vて在る
と次のよう念結果VC1.i:る。
ロ 水運びをしたのは，どの動物ですか。
A ペリカン とカンガール 上 中 下 計
B 
A 23 27 5 55 持えリカン
. }どちらか一方だけ。 B 1 1 46 28 85 
カンガール
文 5 7 13 
ム 日 2 7 ? 
A 火のとを消したのは，どの動物ですか。
A ひつじとライオン 上 中 下 計
B ひてつじ A 1 1 4 16 
}どちらか一方だけ B 24 62 20 1口6ライオン
X 。1 1 1 9 30 
ム 。玉 7 10 
一-6 0ーー
















しかし念がらA と B とでは，その読みの質』てないてか~.!J
A 1 5 1 7 4 
大きな違いがあるといわねばならない。 ζC0~易令の意味内
B 17 52 25 
容の把握としてはAもBも大した途いはないものと恩われ 。 。 2 
るが，その1Ji:え方がB拡大ざっぽでι細やかさが欠けている。
X 2 8 7 
(本文「ああ，もしもし。はい。え，火事ですって。 Jの









よ!1Bが異A'I乞多 ぐ念っていると とも， Aが質の高い上位群的1i:読みであj;)， 'Bがゆ位鮮的1i:読み
であるととの一証左κ念るであろう。 Bは交業譲現をていねいK読まず，漠然としたZE味把握で事
ナます読み*のである。















上 中 下 計
B 「キリ ンC所へ行った。 J
A 1 2 1 6 2 50 
C 「ど うふ'つえんへかけていった。 Jr訟 Dのそば
B 5 20 8 55 
へいった。 」 。 2 2 5 
D 「しんばいになった。 」
D 日 。2 2 
B 「ねむけがすっとんでしまった。 j
B 1 0 26 7 43 
B 「幸子どろいた。 Jrびっく Pした。 Jrはねあが
F 五 4 4 1 1 
った。 J
G 4 9 6 1 9 
G 「動物たちをにがそうとした。 Jrどうぶったち
H 。 日 2 2 
のがDをあけた。 J x 日 6 7 
日 「どうぶったちをにがしてやったけれどもにげな










がかかってきた時「ロンロンじいさんは ，ねむけがすっとんでしまいをした。 」とあみので ，常活
で要件が主主べられる以前の箇所で ，その読みの巾はHよPも一段と狭い応答と見まされる。 Ft.E 
と同額である。G佐反対K間をとばして文章の後半('?;結びついている。 Bはさら{て極端で動物た・ち

















上 中 下 計
いえ:iV>Q 上位若草がA~'L集中島主高( .中 ，下位若手がB~集 A 23 23 6 52 
中皮IJi商いのは，当然のとと乏がら注尽きれる。
B 7 38 12 57 
C 3' 8 守 20 
三5 rそれを開いてロンロンじいさんはどういうととをし
X 5 15 21 
しましたか。 J
ζの闘いK対する答えは次のどと〈であった。
ム 6 5 1 2
A 「鉄ぼうを池VC~げて動物たちのか P をぜんぶあ
けてやった。 」
上 中 下
B 「動物たちをt亡がした。 Jrみん念のかぎをさる A 2 
にあけさせた。 j
B 17 34 1 1 ι1 
G 「鉄ぼうを池K投<rfとみました。 J 。 14 1宇 8 41 
文脈の上からいって.cの読みは視野の狭い読みであり x 1 4 1 6 3 1 





































4 それは .いつもがんがえさをあさるあたりー阿に，くい冶打ちζ んで，たにしをつけた
うなぎばりぞたたみ糸で結びつ11ておくととでした。じいさんは .0と』まんじゅ うかかっ
て ，たくさんのうなぎばりをしかけておきました。
5 とんどは，なんだかうまくいきそうな気がしてなり ませんでした。よくじつの昼近く ，
じいさんは，むねをわくおくさせながら，ぬま地tこ行きました。
4 さくほんつりばりをしかけておいたあたりに，何かばたばたしているものが見えました。
7 rしめたぞ jリJ 
8 じいさんは'つぷやを~ながら ， むち噛うでかけつけました。
9 rほほう， とれ
I 0 じいさんは'恩わず，とどものようbにこ .r芦::t~をP あげて喜審罫EびF 玉まE した。一わだげですが，主生Eき
ていあがんカ人うまく手，にはいったのです。 さかんにばたついたとみえて，あたりー菌に
はねがとび倣うていました。
1 t がんの群れは ，きけんを感じて，ぇ:喚さ号変えたらしく，あたりにはーわも見えませんでし
た。しかし .大途じいさんは，ひとほんたてば，また，わずれてやってくるにちがいない
と考えて，きのうよ りももっとたくさんのつりばりを，ばらまいておきました。
1 2 そのよくじっ， a.のうと同じとろに，大造じいさんはでかけていきました。秋の日が，
美しくかがやいていました。
1 :5 じいさんがぬま地にすがたを現わすと，大きなはおと ・とともに，がんの大鮮が飛びた
ちました。
じいさんは， rはてな。」と， i富ぞかしげました。





















4 じいさんは， 長い聞の絞織で ，がんば，いちばん猿初に飛びたったもののあとについて











て ，ま一文字に笠を積ぎってやってきました。やがて，え場におりると .rガー .ガーJ
という，やかましい問で鳴き始めました。メ嘩じいさんのむねは，わくわくしてきま した。
9 rさあ ，きょうζ そ.めの夜留めに，ひとあわふかせるぞ。J




1 2 じいさんは，小鹿の外にはい出してみま した。




1 5 ーわだけ .飛びおくれたのがいま歩。大造じいさんのおとりのがんです。長い鵬かいな
らされていたので .飛ぶζ とが，いくらかにぷくなっていたのでレた。はやぶさは.その
ーわを見のがしまぜんでした。
1 (;， じいさんは .ピュ ，ピaと，ロぷえをふさ志した。かい主のよぴ声毎開きわけたとみえ






18 残留です。主党宣言の自には，人間もはやぶさもありませんでした。ただ ， ~:わねばならな
いなかまのすがたがあるだけでした。い倉なり，敵にぶつか弓ていきました。大きなはね
で，カいっぱいなぐりつけました。




21 はねが . 白 い1tびらのように . すんだ~に飛び君主りました。 ぞのまま ， はやぶさと筏雪
は ， もつれあって， ぬま地に~ちてい きま した。
22 犬巡じいさんはかけつけました。二わの鳥は ，なおも地よではげレく戦っていましたが
はやぶさは人間のすがた署長見ると，急に戦いをやめて，よろめをきながら飛び去りました。
23 残留は.むねのあたりをくれないにそめて .ぐったりしていました。しかし .第三のお
そろしい散が迂づいたのを知ると，残りのカぞふりしぼって.ぐっと長い1tをもち上げま
した。そして .じいさんぞ ，正面からにらみつけました。それは烏とはいえ， いかにも統
領らし~， ，掌4としたたいどでした。














5 rおい ，がんのえいゅうよ。 わしは，ひき ょうなζ とはしないぞ。 乙としの冬も ，なか
まをつれて・，ぬま地へやってζいよ。そして，堂々と戦おうじゃないか。」
大造 じいさんは，符の下に立って，との残留によびかげました。
そうしてm豊富が北へ北へと飛び去っていくのぞ .いつまでも ，いつまでも先守っていま し
た。
本文をよく読んでつgの間いに答えてく だ(~H 、。
ー ，(-1) rととしも， 残留は ，がんの郡れどEひきいてぬま創Iにやっ てきました。 」. . 
「ζとしもJとあるので，どういうととがわかりますか。
二 ，(-5)r犬造じいさんは， ζ としとそはと .かねて考えておいた ，特別な方法にとりか
かりました。J
「ζとしとそは と(思ヲて )Jζの「ζとし乙そは」 と「と」の砲にどんなととばを
入れたら窓味がはっききりするでしょうか。
三 .(-4)rそれは ，いつがんがえさをあさるあたりー 創に… ドー ・….J
ー「それはJと齢、てあるのは ，なに忍さしているのでしょうか。
ー-66-










七.(こ9) r さ~.きょう乙そ .à!>の残留めに.ひとあわふかゼるぞ。」
ζうJãJょった持の大造じいさんは. どんな然持ちでいたでしょうか。続明レてくださ ~\o
八， (ニ 18 ) r残留の闘には.人間もはやぶさもありまぜんでした。」
とのH暑の伐を容の心はどんなであったか，総明してくださ b、。
九 .(ニ 2.3 ) rしかし，第二のおそろしい敵が近づいたのを知ると"……H ・J
「第二のおそろしい敵jとは.なにをさしていますか。



































今年も残雪の渡って〈る季節が訪 上 中 下 計 調査人数2校名 1級95名
れたととを読みとっているもので A 27 29 1 4 70 
上位鮮 .3 0名
一ー層深い文学的念読みだといえる 中{立群 .3 9名
ょうである。とのととばはとの文
B' 3 下位若手 2 6名
の富。頭にあると.とばで，とれから 同U 5 日 6 数字は実数
との物語が展開しようとする，そ Xは無意味な答 .
X 4 ? 1 4 
の位置κ発いてとのζ とばを味い ムは無答






ようとするー にひかれて ，無怒念解釈に走ってしまい ，lt->:bば物駒内容Kのみとまれてしま
った読みで ， 表現在すなかにていねい時まず，内容itc:~a>読む未熟友読みである。
ニ ，r大造じhさんは，ととしとそはと，かねて考えてなhた，特別な方法にと良かかDましたj





B 「残震をつかまえてやろう J 上 中 下 言十
A 1 3 1 1 q 33 ，、J f必ずJrどうしても J
B 5 4 B 
D 「とれを使ってみよ うJ r、司， s 5 1 4 
B 「かねて考えて金いた特別な方法でj D 。 2 
「と 〈べつな方法J 宮 5 。 4 
F 「えさをあさるあたP一衛に〈いを F 。 2 5 
うってう念ぎばDとたたみいとでむす 。 。 5 。 5 
X 2 ? 8 19 
びつけτ会〈とと J













大き〈分けると， ABC(SS名)DEF'C9名)GXム(3 1 ~.)の三重賞Vι分ける ζ とができる






B fいつもがんがえさをあざるあた bー 箇K ぐいを
うちとんでたにしをつけたう~ぎば担をたたみ糸で
上 中 下 言十
結びつけてお・ぐとと J A 1 9 1 5 4 38 
。 『いつもがんがえさをあざるあたT-iiJfえさ B 2 6 6 14 
ば j
丹、， 5 s 4 1 7 
Aは正当K指示できたもので， 会体の40 '}oである。 B X 2 る 8 1 6 








級の~が左革めて大きく お殺のどとき給粂を見ぜて A 30 8 ~8 
いる。とれば指示諮の機飽を指湾した級と指導し B ι 8 1 4 
ていない級のちがいであ句，とうしたζとほの文 C 9 8 1 7 
法的機能は教えるととκよって容易K培われるも
X 8 8 1 6 
のであるととが分るc
同イ『とんどは ，念んだかうま〈いきそう念気 ム 。 10 1 0 
がして念行 1ませんでした。」





B f特別念方法-を考えていたからJ .上 中 下 計
向、， f たにしをつけたう念 ~.tï "をたたみい A ι ? 4 19 
とでむすびつけて公くととの
B 1 0 1日 2 22 
D 「きっとうまくいくκちがい念いと，恩っ
。 6 ? 2 1 7 
たからJ
Aは 「とんどは」 ということば自身の表茨から
D 4 2 2 8 
その意味すると ζろを王民解したもので ，ととばの x 6 1 2 19 



















Ii.， rじいさんが小臣室Vてはいる と，ーー わのがんがはねをばたつかせながらじいさんbてとびついて
きましたJ
とのととろ7がら ，そのがんがどん念ふうであると とがわかりますか。
との設問K対して 「じいさんにをれているととがわかる jといった答が 830/0で，他は全〈の錯
誤が無搭である。また
九， rしかし，第二のなそろしい敵が近づいたのを知ると.・H ・..J 
『第二のかそろしい敵Jとは ，なκをきしていますTか。
との設問に対して「大造じいさんJ(もし〈は 『人間J( 2名のみ))と答えたもの 72 ~らで ，
他は全くの錯誤か無答である。ただ次のようκ答えの書き方にや』迷いの見られるものもある。
六.rζ としはひとつ ，とれを使ってみるか念 j
といっていあのは ，どんなふう K使うつもりなのでしょ うか。
との設問κ対する答は次のどと〈 である。 上 中 下 言十
A f三年前Kつかまえたがんを主?と句Kっか う。J A 1 8 1 2 8 38 
B fじいさんがとったがんをいちばんさきにとびたてる。 J B 1 0 t口 2 22 
fがんを必びきよせてつか1tえてやろうと思った。 J 円、， 2 4 
円、， fζのがんをつかつてなかまのがんをつかまえる。 J x T 1 2 7 20 
BはAを具体的(1(説明したもの。。はどう いうふうに使うのか，
L‘ 。 5 8 1 1 
はっ き舟しまい。 やL明確さを欠いた答;であるc 。まで許容すれば
正答率は 6710 ~亡念る。 (A B だけiS:ら 6 3 ~も )
以上のように事実内容を問う設削に対する反応は智IJVC単純であるが ，心情的な意味犯援K:iまると
多様念答κ分かれて〈る。 ζの点について次に例示する。











D f J_rt立をわ 〈わ〈させた。j
E fきっとま示どろ 〈と思っているJ






A 10 13 
B 3 3 
C '3 3 












とれらの答えに，大造じいさんの ，意気込み (A ) ，自信(B) ，期待(C D E )といったよう
な気持ちが ，いろいろ念 ニ え アンスをもって読みとられている。右の中rD が案外I'L~いが，これは











ζの設問については次の工う念答えが見られる。 上 中 下 計
A 「念かまのがんを助ける気持ちでいづばいだ A 14 1 4 4 34 
った。 J




D 。 2 。 2 
。「そのがんの身代タになっ・てやろうと恩った B 2 4 
Kちがい念い。J F 。 2 
D fしんばいでしょうか.i}:かった。 J G 。 。
B 「ずといしよう としてたたかう気持ちJ X 4 5 5 1 4 










十， r大造じいさんは強〈心をうたれて sだだの烏に対じているよう念気がしませんでした。 j








「念んだかわるいととをしているみたい念気がするJ 上 中 下 計
f 心をうたれてな1"をしているかわから授かったc J A. 2 2 4 8 
fいや念きもちJrがんがしぬと患った。 j B ι 5 2 1 1 
E 「最後の時を感じて，ぜめてがんのかしらと してのい
。1 4 1 2 -: 33 
げんをきずっけまいと.努力しているようでもあ句まし D 2 7 t 0 
た。 J E 5 4 2 ? 
との中， .Eは，本文VC<bる文をそのまま書いたものであり， x 3 1 1 8 22 















てきている。とうしたととは問題十五でも舟ぼ同様左傾 よ 中 下 計
向が見られる。 A 
4 。。 4 
B 1 2 4 日 16 
十五，大造じいさんの残雪K対する気持ちが始めはどの 、内， 5 4 。 ? 
ょうでそれがどのよう Kかわっていヲたか，その気持ちの D 4 ? 4 1 7 
動きのだいたいを，話のすじにしたがって説明して〈ださ E 5 22 19 46 
い。 ム 。。 5 5 
ζの設問に対する答えは，.A B C Dの4段階に分けて評
価ナると，その人会長は右き慢のどと〈であった。 上 中 下 計
A 9 2 日 1 1 
さて，他の問題では必ずしもそうでな<，との十五の場
B D 19 1 1 8 
合でもそれほどでないが，十二の梗織を番ぐことは学級差
円、， 7 t 4 s 29 
1'C著しいものがあった。 A ，B学級とさらκc学級を加え D. z 1 5 1 1 29 









上 中 下 計 上 中 下 雪f 上 中 下 計
A 4 。 。 4 。 。 。 。 2 思 。 2 
いうととは文章全体を意味 B 1 2 4 o 16 。 。 。 。 5 。 色
体制イとナるしととであり， 。 4 4 日 8 。 。 1 5 Z 8 
読みを確認するしごとでも D 5 5 4 12 4 。 5 4 ι 
ある。との綾織を番〈学習 E 。 7 6 15 5 1 5 1 3 33 。 4 7 13 
は読み(!cなける意味体制化
ム 。 。 。 。 。 。 5・ 五 。 5 4 
のカを養う上tても有効であ。
言十 232010 53 7 19 16 42 5 21 1541 
ろうと恩われる。ぞうした意味噌績を町闘はたいせつにほければ合防いと思う。
さてとのG学級はこの調査問題をーから十までの部分を省き，設問十ーからあとを行念ったので









念事;>，十三，十四の問題κついて調査結集を記して鐙(0 (これまでと同じ<， A ， B学級の合
計で示す〉
十三(1)， (ー 〕では ，残雪はどのよう念烏として舎かれてい
ますかー























上 中 下 言十
1 5 1 6 E 37 
5 8 5 18 
6 。 6 
2 2 5 
2 1 2 13 27 
。 2 
上 中 下 .計
1 6 1 2 5 33 
4 5 1 8 
2 。 。 2 
4 。 5・ i
7 1 9 1 8・ 44
。 1 2 3 
十四，大造じいさんは残雪のひきいるがんをとらえようとして
上 中 下 計
どんなけい hゃくを使いましたか。 A 1 5 1 0 26 
A う念ぎ}-.r句のとととシとりのととと両方かいたもの。 B 1 1 1 4 1 6 41 
弓 う~ ~.~t 句のととだけかいた もの。 。 4 守 1 4 。がとりのととだけかいたもの X . リ 5 6 1 1 
ム 。 z >; 
民~:!長生徒の一人一人Kついてその回答の一定議会娼げてな〈。




知 . 駐比 十十十十十十
骨量 ι怯
一=四四五 六七八九 十 一 二 三三幽 :Ji
イ ロ H口
上 59 5 A A A 13 AADAAB A A A B A 
上 74 4 A B A C A B BλA X A D X A B 
上 7.5 4 A A 3 B A A D A A X A D X A B 
上 65 4 A B X a A A A ^ A B A A A A B 
よ56 4 A A A A A A A A A B A A A A B 
上 5 A X A B A A .B B A C B A A A A 
上 70 4 A B A D A B A A A A B A A A A 
上 69 4 A A A "3 A A D B A 内》 B A A ;. A 
上64 4 A X A 。 A A A B A C B A D A A 
上77 4 A B A D A A A A A B B A B A B 
上 64 5 A C A c 、 A A D B A E B X X B 0 
上71 4 A A A A A B A A A 0 B A A 0 凶，、
上68 5 A X A B A B D B A D B A A A 0 
4 A A A B AAACAX B A c B D 
{ 
よ68 5 A B 0 D A A o C A X 3 A c B D 
上 68 5 }. A B B A A B A A A C B B A A 
上 67 4 A A A A ABAAAB 。D D A A 
上 75 5 A A X 0 A B E X A 内 : B A 。Ad 
上 66 5 : A 0λ AXAXXB C A B 0 D 
上 75 4 A B A B A A D A A 'J D D A C B 
上57 4 A A ム A A A A A _~ ~ D B A B B 
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知 成 十十 十 十十十
能ー 績 ー=四 四 五六七 八九十 }一三三四五イロ 村口
上 78 5 A A A X AACDAB D A A A 0 
.1:::69 5 X A C A :A B F F A 0 D D X B C 
上67 4 A A A B A A D B A X D X X B C 
上66 4 A ム A D A B D B A C D A A B C 
上58 5 A A A ム A B D B A 0 E X A A B 
上57 4 C B A B A C :o B ム回 E C X B B 
上69 5 A B ム ムー ム A ム o A D E B A B B 
上60 4 A ム O ム A B D ム A 。 E B X B 0 
上7.a 5 A A X C AACXAE E 0 X B D 
中64 5 A X A B A B X A A 。 B A A C B 
中 61 5 A A A B A A A A A 0 8 B A B B 
中57 5 o A C A Jl. BAAA 向、J B B A B B 
中 53 4 A A A A A A D B A 、円， B A A A 0 
中56 2 X X X X X X X B A D B A A A 0 
中 56 2 A B 0 B AXAAXC B A X 0 D 
中56 :S A X A B A B 0 B A A o X A B A 
中58 3 A A A X A A A B A X : 'X X 8 B 
中56 5 X A B C XXA8XC C ム 3 o C 
中 4日 3 A B A B A B A A A 。 C A B A 。
中55 4 A A A A A A o A A C D D A o B 
r.t 5 2 4 A A. A D T. A X B A D D A A C C 
中 47 4 A A A C ム X D ムム C D A X 0 C 
中 48 3 A X X B A A 0 D A B D A A A C 
中44 3 A A A B ABXBAO D A .A B C 
中55 4 A B A A .A X ムム A D o 0 A B D 
中(;3 5 C X 0 A X A B B A C D A ム B D 
中 58 3 A X X C ABDOAX D X C B D 
中50 3 A X C A A A C B A X E B X B A 
中 39 4 A A B B A C A . A '0 E A A X B 
中 59 3 C X A A A A A B A D E .A A A B 
-中 57 3 .A .X A 0 A X D X X g E B X ，A E 
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知 成 十十 十 十 十四 十
有量 絞
- 四四五六七 八九 十 一二 三 三 五
イ ロ H口
中 57 5 A B ムム ム A F A A U 内 E A B A 。
中51 5 A B c x A B D A A C E A A A 。
中 49 5 C A C 。 A B A A A A E X C B C 
中42 5 A .ムム G A X D D A 。 E B X B C 
中 41 5 A A 3 X A A A A X E E A X C 0 
中41 5 A X B X A X ム A A E E X B A 円、J
中40 3 C ム C ム ム X B ム A X E X X ム O
中55 4 A A ム A AXDEA X E X X C D 
中40 4 A A A C A ム X B X D 6: X X X 0 
中 62 5 A X 0 A A B DAAX E X X B D 
中 59 5 A X X B A ム D B A E E B C B D 
中54 5 A X A 0 A A C A X D E X X A D 
中54 5 。 ムム X A X B A X D E C X X D 
中51 3 A A X B A B X X A X E A A B D 
中46 5 B X B X A 0 ・A B X X E B X 13 D 
中57 2 A X X 0 X X A X A X 芭 X X X D 
rI' 5 8 2 X X B ム A ム A A A X E X X C D 
下 54 2 A ム X X χA D X A 門 、，、J 3 A C A 、J
下 53 2 A A C B A A A A X A D A A B D 
下 48 2 A X A A AXAF X B D A X B 。
下45 2 A X X C A B E B AX D X X B 内、J
下 35 2 A B A A A I1 D A A B D A A 0 円、J
下 25 T X ム B X X X X A A B D A A 0 内u 
下 4.5 2 X X A X A A A B A A B B ム B C 
下 43 2 A A ムム A A ムム A 。 E B B B 。
下 32 B X 0 X A A A C A c B C X B :J 
下 x X X X A ム X B X A E X X B 0 
下 33 5 A X Aム A X Dムム O E X X B D 
下 53 2 A A B B A A C X A X E B A X D 
下 51 2 X A 。 。 A ム c X X X E X X B 0 
下 48 2 A A X A A X Aムム X E X X B 0 
下 45 2 A A B X A 0 B A A 0 E X X X 0 
下 44 2 A X B X X X D A .A 0 E A X B 0 
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下.c2 2 A Aプ A AAJ，A AA ~ A A B D 
下五 ? 1 X X !主 X XXAXXX E X X B D 
下 44 2 A ム B ム A ム D A A 0 E X X Bム
下 39 2 A A X D ABCXXD ~ B A B ム
下.36 2 X A ム X A ムムムム X E X X X ム
下.37 2 X A X X AXABXE B X X X ム
下 26 2 ム X X X X ムム X ムム E X Xムム
下 44 2 X 勺 O D ムムムム A C ム X X X-D 
下 4.3 ム X ム X X ム ム工、 X X ムコi X X D 






















































サワンは ，どるやら乙の沼池谷好んだらしいのです。彼は水にすべり ζ むと ，短い事選で羽ば
1こ重きしたり尽>.'e鐙ったりして.在置がとの水浴に飽きてしまわなければ，わたしがいくら呼ん




5 サワンは .水茜に浮かぶととを好んだばかりでなく，水にもぐるζ とぞも好みまじた。時
としては，十幾分間も水申に鴻んでいるζ とさえもありました。 しかし君偉いにしてζ の沼池
の水はよく澄んでいたので，わたしは ，サワンが水Jif.T.e駆け主主わったり，えEさをあさったり
する援を見物する ζとができました。
4 がんという烏は ，元来 .H聞の光線や太騎熱を妻子まない ものら しいのです。わたしが ，サ
ワン~うっち ゃっておく ときには ， 彼は終回 . 廊下の下にうずくまって ，昼夜ばかりする轡
微でした。けれど絞は.(.tコたしは砲の木戸毎閉じて彼が逃亡しないしがけにしておいたので





































患者望の演 とーから降りようとしなかったのです。もしζ のときのサワンのあり Eさまぞながめ
る人があるならば.おそらく，次のような場面を心に撒くととができたでし上うが一一遠い
緩れ烏に源流した君主人の哲学者が ，十年ぶりにようやく沖ぞ濁りすがった絡やみつけたと
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